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�　�まえがき

　当財団は、設立以来、情報科学技術の高度
化、大規模高速計算機の利用技術の開発、原
子力分野のコード、データベース等の調査収
集・整備提供、及び各種の調査・研究を総合
的に推進してきた。近年においては、先端的
スーパーコンピュータの進展に即応する科学
技術研究用ソフトウェア等の高度化開発を通
じて、先進的科学技術の発展に寄与してい
る。
　平成２６年度においては、特定先端大型研究
施設の共用の促進に関する法律（以下「共用
法」という。）に基づく登録施設利用促進機関
として、特定高速電子計算機施設（以下「京」
という。）の利用促進業務（事業予定期間：平
成２４年度から平成２８年度まで）を引き続き推
進するとともに、文部科学省科学技術試験研
究委託事業「����の運営」における����の
利用促進業務（事業予定期間：平成２４年度か
ら平成２８年度まで）を実施した。
　情報科学技術の高度化では、独立行政法人
日本原子力研究開発機構（以下「原子力機構」
という。）が進める原子力研究開発に供する各
種原子力コードの高度化開発を実施するとと
もに、文部科学省の「気候変動リスク情報創
生プログラム」、センター・オブ・イノベ―
ション（���）プログラム「世界の豊かな生
活環境と地球規模の持続可能性に貢献するア
クア・イノベーション拠点」及び総合科学技
術・イノベーション会議の革新的研究開発推
進プログラム（������）「核変換による高
レベル放射性廃棄物の大幅な低減・資源化」
に参画し、大規模シミュレーション用ソフト
ウェア開発を実施した。
　大規模高速計算機の利用技術の開発では、
原子力機構の大型計算機運用の技術支援を引

続き実施した。
　原子力分野の解析コード、データベース等
に関する情報の調査収集・整備提供では、一
般財団法人化に伴う公益目的支出計画（平成
２４年度から平成２８年度まで）における実施事
業として、原子力コードの調査収集と産業界
を含む国内ユーザへの提供を実施するととも
に、インターネットを利用した原子力関連情
報提供サイトを整備･運用した。
　これらの事業の推進にあたっては、財団運
営においては、一般財団法人としての定款に
基づく適正な法人運営及び公益目的支出計画
の確実な実施を図ってきた。また、「京」の利
用促進業務及び����の利用促進業務につい
ては、国及び施設設置者である独立行政法人
理化学研究所計算科学研究機構（以下「理化
学研究所」という。）並びに����システム構
成機関と緊密に連携協力し、利用者本位の業
務運営に努めた。当財団の業務に係る情報資
産の保存・管理体制については、情報セキュ
リティマネジメントシステムの新規格（����
��２７００１�２０１４����������２７００１�２０１３）の考え方
に基づく業務体制を整備した。
　平成２６年度に実施した個別事業は、以下の
とおりである。

�　�事業内容

１．「京」の利用促進業務

（１）利用者選定業務
　選定委員会及び利用研究課題審査委員会
を開催し、平成２７年度の一般利用研究課題
の利用者選定等を実施した。

①平成２６年度下期成果創出・加速課題に
ついて、１２件の応募課題から４課題を
選定し、計６７０万ノード時間の資源を
配分した。

平成��年度における����の動き
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②平成２６年度重点化促進課題について、
国から提案された課題を選定し、３２万
ノード時間の資源を配分した。

③平成２６年度個別利用課題（有償・成果
非公開）について、１１件の応募があり、
１１件を選定した。

④平成２７年度一般利用研究課題の募集に
ついて、１３８件の応募課題から６７課題
を選定した。平成２７年度の産業利用課
題については、計算資源量を８％から
１０％に拡大した。

⑤国から提案された平成２７年度戦略プロ
グラム利用課題２９件について、候補決
定までのプロセスについての審査・確
認を行った。

⑥３年以内の成果公開を義務付けられて
いる平成２４年度及び平成２５年度の終了
課題１８８課題について、その約１�２に
当たる９０課題に対して成果公開の認定
を行った。

（２）利用支援業務
１）情報支援

①「京」及びその他の����計算資源に
よって創出された成果の公開情報を一
元的にまとめたデータベース（����
成果発表データベース）に登録された
成果発表件数は、平成２６年度末で通算
２，３６０件（内、査読付き論文数は２９４件）
に達した。平成２５年度末に終了した
����利用研究課題の利用報告書（１７９
課題）を����ポータルで公開した。
また、利用報告書を研究分野から検索
できる機能及び利用報告書の要約を表
示する機能を追加するなど、利用成果
の普及・公開を促進した。

②「京」における成果や「京」とその利
用についての情報発信のために、季刊
誌「京算百景」����６～９、成果事例集
Ⅱ、成果事例集Ⅰ英語版を発行し、

「京」に関心を持つ研究者、技術者及び

「京」の利用を希望する研究者、技術者
に配布、公開等を行った。

③「理化学研究所」と連携して「京」全
利用者を対象に、計６回のユーザブリ
ーフィングを実施し、「京」技術情報の
提供を行うとともに、運用・利用等に
関する意見交換を行い、施設の適切な
運用に寄与した。

④「京」を中核とする����システム利
用課題成果報告会（平成２６年１０月、東
京）を開催し、３１３名の参加を得た。ま
た、「理化学研究所」と共同で「未来
をひらくスーパーコンピュータ」（平成
２６年８月、東京）を主催し、講演会及
び展示を行った。講演会の参加者は
２２９名、展示への来場者は２日間合計
で約１，４００名であった。

２）技術支援
①利用支援のための一元的窓口として設

置したヘルプデスクを活用し、利用者
にワンストップ・サービスを提供する
とともに、利用者の意見を運営に適宜
反映することで、円滑な支援を実施し
た。

②「京」の利用を促進するため、戦略分
野７課題、一般・若手３課題、産業利
用１９課題について、「京」へのプログラ
ム移植等の調整支援、プログラム性能
の分析評価・パイプライン等の最適化
促進等の高度化支援を実施した。

③共用法第１２条に基づき、「京」の利用促
進の方策検討及び利用者支援業務を行
う者の資質向上のために、「京」におけ
るハイブリッド並列の最適化に関する
調査研究を行った。

④当財団の利用支援用スーパーコンピュ
ータ（��１０）を用いて、「京」でソフ
トウェアが動作することを確認して応
募したいとの企業の要請に対応した。
また、「京」上で利用可能な産業応用ソ
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フトウェアを拡大するため、��１０を
ソフトウェア移植環境として利用させ
るための共同研究契約をソフトウェア
ベンダーと締結した。

３）その他の支援
①講習会等の利用支援
「京」の利用技術の習得等を目的とした
講習会については、��１０を用いたハ
ンズオンを４回、高速化ワークショッ
プを１回、利用者のすそ野を広げる一
般向け���セミナーを４回、少人数で
随時開催するオンサイト講習会を３回
開催した。また、戦略プログラム実施
機関との共催による将来の「京」利用
者のスキルアップを図る研修会を９回
実施した。講習会等への参加者は延べ
８６２名で、その内企業参加者は約１／
４に上り、着実に産業利用の推進に貢
献した。

②展示会等
「京」及び����の利用促進に向け、
���１４（平成２６年６月、独国ライプツ
イッヒ）、��１４（平成２６年１１月、米国
ニューオリンズ）等に出展し、利用者
向けに情報提供、情報発信を行った。
日本国内では、第２５回設計・製造ソ
リューション展（平成２６年６月、東
京）、第７回トップセミナー（平成２７年
１月、大阪）へのブース出展を行った。

③セミナー・シンポジウム等
利用者とソフトウェアベンダーとの情
報交換の場として、��������等の
���を対象としたワークショップ（平
成２６年１０月、東京）を昨年に引き続き
開催し、産業利用事例や利用技術に関
する情報提供や情報発信を行った。

「京」と大型実験施設との連携利用シン
ポジウム（第１回）を計算物質科学イ
ニシアティブ（����）と共同開催し

（平成２６年９月、東京）、登録施設間の

連携利用の促進を図った。
④�アウトリーチ活動

神戸市主催の「神戸医療産業都市・京
コンピュータ�一般公開～体験！未来
の科学島！」（平成２６年１０月、神戸）に
て、「計算機歴史博物館」を開催した。
また、当財団初の小中学生向けのアウ
トリーチ活動として、バンドー神戸青
少年科学館と連携し科学教室「スパコ
ン探検隊」（平成２７年３月、神戸）を開
催した。

⑤平成２６年１０月、欧州の�����（��������
�������	�
��������������������

������）とスーパーコンピュータの共用
促進に係る情報交換に関する覚書を締結
した。

⑥シンガポールの���動向調査及び
「京」の国際利用促進のため、シンガポ
ール科学技術庁配下の２研究機関

（��������	�
�������������
���
（�����）及 び���������	
�	����
��������	
��������	�（������））
を訪問（平成２７年３月）、平成２８年度利
用課題の応募前相談をすることとなっ
た。

２．情報科学技術の高度化に関する研究開

発・調査

（１）原子力研究開発コードの高度化に関す
る研究・調査

①�原子力機構のスーパーコンピュータ
で利用される原子力研究開発コードの
開発・改良、計算結果の評価手法の開
発及び可視化プログラムの開発・改良
を実施した。また、原子力機構の研究
者等が開発・整備した各種の原子力研
究開発コードのチューニング及び並列
化による高速化を実施した。

②�原子力施設の耐震性高度化のための
原子炉、冷却・配管系、建屋等の施設
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全体に関する大規模並列有限要素モデ
ルの構築・整備・検証作業、構造部連
結部の非線形挙動のモデル高度化を実
施した。また、原子炉における事故耐
性燃料の実用化評価研究の一環とし
て、�����（������������	）型被覆燃
料の核特性評価を実施した。

③�原子力機構と協力して開発を進めて
いる粒子・重イオン輸送コードシステ
ム�����を使用して、福島第一原子力
発電所事故によって拡散した放射性物
質のモニタリングデータを補正するた
めの解析、������中性子ビームライ
ンの遮蔽設計を実施した。また、
�����の汎用化を図るために、連続エ
ネルギー・アジョイント輸送モードの
開発、複雑な構造物評価のための三角
柱分布ソースの開発、���（�������	�
���������	
�）コードとの統合を実
施するとともに、核燃料輸送物遮蔽へ
の適用を目的とした�����改良を実
施した。

④������の原子力分野以外への応用と
して、国際宇宙ステーション内の宇宙
放射線評価、粒子線がん治療施設の遮
蔽設計、粒子線治療線量評価システム
等を実施した。

⑤�総合科学技術・イノベーション会議の
革 新 的 研 究 開 発 推 進 プ ロ グ ラ ム

（������）において、「核変換による
高レベル放射性廃棄物の大幅な低減・
資源化」の研究開発機関の１機関とし
て、�����を用いた核反応シミュレー
ションの高度化に向けた研究開発に着
手した。

⑥�トカマク型核融合装置のディスラプ
ション解析プログラム、原型炉ダイバ
ータ粒子排気特性解析プログラム、ト
カマク抵抗性壁モード解析のための三
次元渦電流解析プログラム等の大規模

な核融合プラズマ特性解析プログラム
の高度化及び関連モジュールの作成を
行った。

（２）大規模シミュレーション技術の開発・
研究

　先端科学及び新産業技術における大規
模シミュレーションの応用を目指す次世
代型アプリケーションソフトウエア技術
に関する研究及び次世代スーパーコン
ピュータ（エクサスケールスパコン）の
アプリケーションに関する調査研究を以
下のとおり行った。
①�文部科学省のセンター・オブ・イノベ

―ション（���）プログラムにおいて、
信州大学を拠点とする「世界の豊かな
生活環境と地球規模の持続可能性に貢
献するアクア・イノベーション拠点」
の参画機関として、水道水、シェール
ガス採掘に伴う随伴水等の浄化、かん
水�海水淡水化等に応用する革新的ナ
ノ炭素逆浸透膜の開発及びナノ空間に
おける水分子・吸着挙動に関する基礎
的な水科学に係るシミュレーション研
究を実施した。

②�文部科学省の｢気候変動リスク情報創
生プログラム」において、地球規模気
候変動に関する予測・影響解析の一部
として、日本版標準カップラ開発及び
カップラを介した大規模データ利用に
関する入出力ソフトウェア開発等を実
施した。

③����・�����の研究領域「ポストペ
タスケール高性能計算に資するシステ
ムソフトウェア技術の創出」において、
自動チューニング機構を有するアプリ
ケーション開発・実行環境研究の一部
として、複数のアプリケーションを結
合しつつ大規模データ転送・変換を実
施する弱連成カップリングツール

（���������	
���）の開発、実装及
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び検証支援を実施した。
④����・�����の研究領域「科学的発

見・社会的課題解決に向けた各分野の
ビッグデータ利活用推進のための次世
代アプリケーション技術の創出・高度
化」において、医薬品創薬から製造ま
でのビッグデータからの知識創出基盤
の確立の一部として、大規模仮想化合
物ライブラリ（�����）の拡充及び
�����からの新薬ターゲット探索に
関する技術開発を実施した。

⑤�地球シミュレータの産業戦略利用の
枠組みを活用した企業との共同研究

「ナノカーボン類の伝導挙動に関する
シミュレーション技術の研究」として、
銅原子とナノカーボンの複合材料が示
す極めて高い伝導特性の発現機構を解
明出来るシミュレーション技術の開発
を実施した。また、企業との共同研究

「アモルファス状態のアルミナ基板が
鉄触媒に及ぼす影響に関するシミュレ
ーション研究」として、カーボンナノ
チューブ成長機構の解明に向けた物理
的理論解析に取り組むなど、産業界に
向けた実践的な研究開発を推進した。

⑥�エクサ級の大規模スーパーコンピュ
ータ等を新産業技術開発へ応用する方
策について調査研究するため、一般財
団法人新技術振興渡辺記念会の助成を
受けて「次世代社会インフラの最適構
築に資する大規模シミュレーション技
術に関する調査研究」及び「低電力情
報化社会構築に資する新奇高伝導材料
の大規模シミュレーション法の調査研
究」を実施した。

３．大規模高速計算機の利用に関する技術開

発

（１）大型計算機システム及びネットワーク
システムの運用支援

　原子力機構の大型計算機システムの運
用に係る技術支援及び原子力機構内情報
システムの管理運用等の技術支援を実施
した。
　また、日欧協力で整備された国際核融
合エネルギー研究センター事業（幅広い
アプローチ活動の一事業）において、ス
ーパーコンピュータ「ヘリオス」のユー
ザ支援並びにネットワーク等の関連イン
フラ整備に係る技術支援を実施した。

（２）����の利用促進
①文部科学省科学技術試験研究委託事業
「����の運営」の共同事業参画機関と
して、９大学の情報基盤センターを含
む１１の����システム構成機関から提
供される計算資源の利用促進業務を、

「京」の利用促進業務と併せて実施し
た。
　����ユーザの一元的窓口業務とし
て、ユーザ管理支援システム等を活用
し、利用課題の募集や申請受理、ユー
ザ管理、ヘルプデスク、����計算資
源の情報提供を実施するとともに、

「京」の利用課題選定の仕組みを活用
し、「京」を除く����計算資源を利用
する平成２７年度研究課題として、１４３
件の応募課題の中から７３課題を選定し
た。

②����運営事業の一環として平成２７年
度�����公募型共同研究課題につい
て、５０件の応募課題の中から２７課題を
選定した（�����：学際大規模情報
基盤共同利用・共同研究拠点事業）。

③����計算資源及び�����計算資源
の利用に伴う利用負担金の支払いにつ
いては、����システム構成機関及び
�����参加機関からの請求に基づ
き、適宜支払い事務を実施した。

④産業界のユーザ向けの利用環境として
当財団の東京事務所内に設置した「京」
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及び����システムへのアクセスポイ
ント（アクセスポイント東京）を運用
し、����システムの利用、応募前相
談や利用相談、技術的な指導、対面認
証などの目的で延べ約２３０名に利用さ
れた。大規模データの高速ダウンロー
ドや可視化ニーズの増大に対応するた
め、�����４との接続回線容量を１０倍
に増強するとともに、プリポスト処理
用のサーバや各種ソフトウェアを整備
し、利用者の利便性を大きく向上させ
た。

４．原子力分野の解析コード、データベース

等に関する情報の調査収集・整備提供

（公益目的支出計画・実施事業）

（１）原子力分野の解析コードの調査収集・
提供

　わが国の原子力コードセンターとし
て、原 子 力 機 構 等 の 国 内 機 関 及 び
��������データバンクから収集した
１１件の原子力コードを新規登録した。産
業界を含む国内加盟機関への原子力コー
ドの提供は２４９件であった。米国オーク
リッジ国立研究所・放射線安全情報計算
センター（��������		）との契約の下
で、新規に９件の原子力コードを収集・
整備するとともに、「�����ユーザ会」加
盟機関に３９９件の原子力コードを配付し
た。な お、当 財 団 が 運 営 し て い る

「�����ユーザ会」の加盟機関は、平成２６
年度末で６１機関である。

（２）原子力分野のデータベース等の整備・
提供

　インターネットを利用して原子力関連
情報を社会に提供する「原子力百科事典
�������」のコンテンツの制作と運営
を行った。コンテンツの制作においては
既存のデータ５６件の更新を行うととも
に、用語辞書に登録されている用語のう

ち２件の更新及び４件の追加を行った。
なお、平成２６年度における�������サ
イトへのアクセス数は約６万４千件で
あった。

５．事業の成果の普及等（公益目的支出計画・

実施事業）

（１）����ニュースの発行
　計算科学技術研究の成果の普及を目的
として、最新の研究開発成果の紹介、関
連研究の解説、事業動向の報告、トピッ
クス等を内容とする「����ニュース」を
平成２６年７月及び平成２７年１月に刊行
し、関連機関に配付するとともに、当財
団の公開ホームページに掲載し、成果の
普及を図った。

（２）ワークショップ、セミナー等の開催
　原子力コード利用の促進に資するた
め、�����ユーザ会加盟機関向けに「核
燃料施設及び核燃料容器の設計評価のた
めの標準的解析手法�����６．１」の利用
法に関する講習会（平成２６年１１月、東海）
を開催した。また、「ナノ炭素研究のた
めの理論および手法に関する挑戦」国際
ワークショップ（����１４）（平成２６年６
月、米国ロサンゼルス）を南カルフォニ
ア大学及び当財団で共同開催した。国際
ナノテクノロジー総合展・技術会議

（��������	２０１５）（平成２７年１月、東京）
に参加し、ナノテクノロジーに係るシ
ミュレーション研究成果に関する紹介展
示及び企業との共同研究に関する相談等
を実施した。

（３）学術協力
　当財団における研究開発の成果を国内
外の学術論文誌、学会及び研究展示会等
で発表した。平成２６年度における当該発
表を別紙に示す。また、情報科学技術関
連の研究に従事している若手大学院生２
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名に対し国際学会への参加を援助した。
その他、日本原子力学会の「２０１４年秋の
大会」展示会に参加して原子力コードセ
ンターに関する普及活動を行うととも
に、日本物理学会、応用物理学会、応用
数理学会、日本機械学会等を通じて国内
学界活動に協力をした。

�　その他

１．研究成果の発表

　平成２６年度の主な研究成果発表リストを
以下に示す。
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（１９）�手島正吾、荒木拓海；「第１３節　カーボ
ンナノチューブのセシウム吸着材料と
しての可能性」�放射性物質の吸着・除
染および耐放射線技術における材料・施
工・測定の新技術（技術情報協会　２０１４
年１１月発刊）

（２０）�峯尾真一、小野英司、平山俊雄；「「京」に
おける課題選定の仕組みと課題選定状
況」情報処理����．５５（２０１４）����．８�

（２１）�徳田伸二；「離散シンプレクティック積
分法の理論」　プラズマ核融合学会誌
���．９１�（２０１５）�１４１－１４８

（２２）�役誠雄、小山隆司、塩原紀行；「��（欧
州連合）の���環境と産業利用推進の
取り組み」　�������	�����．５７�（２０１４
年�７月）２－１４．

（２３）�志澤由久、小林寛；「「都市全域の地震等
自然災害シミュレーションに関する研
究（��１３００１５）」の高度化支援作業結果
報 告」　�������	�����．５８�（２０１５年�
１月）３－１３．

（２４）�小野裕己、荒木拓海、中村賢；「環境負
荷低減に向けたナノカーボン材料に関
する大規模シミュレーション、２０１４年
地球シミュレータ産業利用成果報告集

（２５）�松岡清吉��井戸村泰宏��佐竹真介；「摂動
磁場による新古典粘性のジャイロ運動
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論シミュレーション」　閉じ込め・輸送
研究会「高自律燃焼プラズマ中の輸送の
理解に向けたトロイダルプラズマにお
ける閉じ込め・輸送の体系的研究」及び

「閉じ込め・輸送」サブクラスター会合
（２０１４年７月、核融合科学研究所）

（２６）�澤井秀朋；「磁気回転不安定に助けられ
るニュートリノ加熱爆発」　超新星・�ガ
ンマ線バースト研究会（２０１４年８月、理
化学研究所・和光）

（２７）�飯塚幹夫��中村壽��立木昌；「固有ジョセ
フソンプラズマの素子端面からの放射
モデル（１０）�ー�放射を引き起こすジョ
セフソンプラズマ内部モードの考察ー」
　日本応用物理学会秋季学術講演会

（２０１４年９月、北海道大学）
（２８）�小野裕己、山崎隆浩、大野隆央；「���

ステップ表面上の��熱脱離グラフェン
成長の第一原理シミュレーション」　日
本応用物理学会秋季学術講演会（２０１４年
９月、北海道大学）

（２９）�山崎隆浩、小山洋、奈良純、清水�達雄、
加藤弘一、大野隆央；「４�����（０００１）
表面酸化過程の動的シミュレーション
および第一原理解析」　日本応用物理学
会秋季学術講演会（２０１４年９月、北海道
大学）

（３０）�澤井秀朋；「磁気回転不安定増幅磁場に
助けられるニュートリノ加熱爆発」　日
本天文学会２０１４年秋季年会（２０１４年９
月、山形大学）

（３１）�山木大輔；「差密度行列解析の軌道エネ
ルギー解析への適用」　分子科学討論会

（２０１４年９月、広島大学）
（３２）�小久保達信；「＜����による研究支援＞

「京」の利用支援について」　第１回「京」
と大型実験施設との連携利用シンポジ
ウム（２０１４年９月、秋葉原���）

（３３）�澤井秀朋；「弱磁場星の重力崩壊　～マ
グネター磁場の由来と超新星のダイナ�

ミクス～」　第２回���シンポジウム
「コンパクト天体の活動性と磁気的性
質」（２０１４年１０月、国立天文台）

（３４）�飯塚幹夫：「技術革新におけるスーパー
コンピューティングの効力」日本機械学
会第２７回計算力学講演会（２０１４年１１月、
岩手大学）

（３５）�山本秀喜；「「京」で��������を使お
う」�����２０１４（２０１４年１１月、ヒルト
ン東京）

（３６）�志澤由久；「「計算科学と実験科学の融合
による乱流計測手法の高精度化とその
応 用（３ 次 元 ポ ア ソ ン 方 程 式）

（��１４０１９６）」の高度化支援作業」　平成
２６年度「京」における高速化ワーク
ショップ（２０１４年１２月、秋葉原���）

（３７）�富山栄治；「高速化のための性能分析ツ
ール活用方法」　平成２６年度「京」にお
ける高速化ワークショップ（２０１４年１２
月、秋葉原���）

（３８）�澤井秀朋；「弱磁場星の超新星爆発シ
ミュレーション」　第２７回理論懇シン�
ポジウム（２０１４年１２月、国立天文台）

（３９）�松岡清吉��井戸村泰宏��佐竹真介；「スー
パーバナナプラトー領域における新古
典トロイダル粘性の衝突周波数依存性
についての������ジャイロ運動論シ
ミュレーションを用いた研究」　第２０回
����研究会（２０１５年１月、京都テル
サ）

（４０）�井上孝洋；「雲解像大気大循環モデル
�����によるシミュレーションと、大
規 模 出 力 デ ー タ ア ー カ イ ブ で の
�������	活用の展望」第１回名古屋
大学情報基盤センターネットワーク型
共同研究シンポジウム（２０１４年１月、名
古屋大学）

（４１）�澤井秀朋；「超新星における磁気回転不
安定のシミュレーション」　国立天文
台�天文シミュレーションプロジェクト
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平成２６年度ユーザーズミーティング
（２０１５年�１月、国立天文台）

（４２）�澤井秀朋；「弱磁場高速回転星の重力崩
壊：磁気回転不安定に助けられる�ニュ
ートリノ加熱爆発」　「大質量星の進化・
活動現象と星の回転」研究会（２０１５年２
月、北海道大学）

（４３）�松岡清吉��井戸村泰宏��佐竹真介；「摂動
磁場印加トカマクにおける新古典粘性
のジャイロ運動論シミュレーション」　
日本物理学会第７０回年次大会（２０１５年３
月、早稲田大学）

（４４）�手島正吾、中村賢、小野裕己、荒木拓
海；「ナノテクノロジーに係るシミュレ
ーション研究成果に関する紹介」
�������	
２０１４（２０１４年１月、東京ビッ
グサイト）


